
概論
本研究では、学校のICT1導入や授業での活用が、

児童生徒の非認知スキル（特に、自己効力感とやり抜
く力）の習得や向上に関係しているかに着目し、実証
分析を行った。児童生徒のパネルデータ2 を用いて
行った本研究では、ICTの導入や活用が、児童生徒の
自己効力感とやり抜く力の習得や向上に関係性がある
ことを示唆する分析結果が得られた。

本稿では、この研究内容をまとめた論文「ICT Use 
in Schools and Students’ Non-Cognitive Skills」（New 
ESRI Discussion Paper No.394）の概要を紹介する。

はじめに
近年、学校教育は急速にデジタル化が進んでいる。

児童生徒一人当たりの学習者用PC台数や、学習者用
デジタル教科書の整備率は、ここ5年ほど目覚ましい
スピードで上昇している3（図1）。

（図1）�児童生徒一人当たりの学習者用PC台数（台/人）と�
学習者用デジタル教科書の整備率（%）
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学校教育のデジタル化に伴い、教育現場も変容して
いる。昨年、複数回ほど埼玉県のある公立小学校を取
材した。その学校は、ほとんど全ての教科でICTを導入
しており、例えば体育の時間が始まると、体操着に着替

えた児童がノートパソコンを片手に体育館へ集まる（図
2）。マット運動が行われた日は、児童はグループを組ん
で互いに飛んだり跳ねたりする動画を撮りながら、首の
角度や手をつく位置についてタブレット端末を見ながら
意見交換をしていた。他にも、数学の授業が始まったク
ラスでは教科書の代わりにタブレット端末に問題が映し
出され、児童は端末に映し出された図形を指で拡大した
り反転させたりと思い思いに図形を操りながら、補助線
をどこに引くべきか議論を進めていた。理科の実験を
行っているクラスの児童は、実験工程や結果を動画に収
め、この実験の報告プレゼン資料を作り始めていた。こ
れらの取り組みは決してこの小学校だけの珍しい光景で
はなく、日本全国の公立・私立の学校現場で盛んに見ら
れる授業風景となりつつある。学校教育は、デジタルの
導入という点でこの10年で大きく変容しているが、この
変容は人工知能（AI）、ロボティクス、モノのインター
ネット（IoT）といった革新的なテクノロジーが社会の
様々な分野で浸透する現在、デジタル化の進展と社会の
変化の流れを受けてますます加速している。

（図2）�埼玉県のある小学校の体育の授業風景。児童はマット�
運動の様子を互いに動画撮影し、意見交換を行っていた

学術的背景
学校教育のデジタル化が進む中で、ICTがどのように

児童生徒の学びに繋がっているのかについて理解を深め
ることは、今後の教育政策形成の面から重要と考える。

学校教育におけるICT活用は、これまで様々に研究
や評価がされてきた。例えば、学校でのICT活用に関
する先行研究としては、ICTが児童生徒の学業成績に
与える影響を分析した調査や研究が比較的行われてお
り（Escueta et al., 2020）、その効果については世界中
で様々に議論がされている。しかし、学業成績以外の
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アウトカム指標についての研究は非常に少ない。
そこで本研究では、アウトカム指標として非認知スキ

ルに着目して分析を行った。非認知スキルとは一般的
に、知能や学力では測定できない能力であり、勤勉性
や協働性といった人間性や社会性に関連する能力を指
す。このスキルは、変化が激しくなり、予測困難な経済
情勢が進むいま、労働市場で求められる新たなスキル
として着目されており、育成の重要性が高まっている。

分析対象の非認知スキルについて
非認知スキルの中でも、本研究では自己効力感とや

り抜く力に着目して分析を行っている。自己効力感と
は、Bandura（1977）により提唱された概念であり、

「自分は困難に直面しても、ある成果を達成するため
に適切な行動を行える」という自分自身への期待を指
す。やり抜く力は、Duckworthら（2007）により提
唱された概念であり、「長期的な目標に対する情熱と
忍耐力」を指す。やり抜く力についてはDuckworth
が邦題「やり抜く力（GRIT）」のビジネス本を出して
いるほか、米国のTEDという番組で「成功のカギは、
やり抜く力」というプレゼンを行い、一躍話題になっ
たこともあるのでご存知の人もいるかもしれない。

様々な先行研究でも、非認知スキルは学校並びに社会
に出た後も成功への鍵であると言われており（Heckman, 
Stixrud, & Urzua, 2006; Heckman & Kautz, 2012; 
Weinberger, 2014）、これらスキルと学校現場で急速に進
むICT活用の関係について示唆を得ることは重要である
と考えている。

こういった背景を踏まえ、我々は研究テーマとして
「学校でのICT導入や活用は、児童生徒の自己効力感
とやり抜く力の習得や向上に関係性があるか？」を設
定し、分析を行った。

データ
分析に使用したデータは二つである。児童生徒に関

するデータとして、埼玉県が独自に行っている埼玉県
学力・学習状況調査を使用した。これは埼玉県（さい
たま市を除く）の公立小学校四年生から中学校三年生
までの生徒を対象に実施され、教科に関する調査や学
習意欲、学習方法を質問した調査である。毎年連続し
て実施されるため、同一児童生徒の変化を継続的に把
握できるパネルデータとなっている。

学校におけるICTの導入や活用に関するデータとして、
文部科学省が実施している学校における教育の情報化

の実態等に関する調査を使用した。これは全国の公立小
中学校に対して行われ、学校におけるICTの環境整備
状況、教員のICT活用指導力などを調査している。

これら二つの異なるデータを統合し、2018年から
2022年の5年分、総計351,074名の児童生徒について
固定効果モデルを用いて分析を行った。

分析方法
説明変数であるICT指標については、次の四つの

指標を用いた：（1）児童生徒一人当たりの学習者用
PC台数、（2）学習者用デジタル教科書の整備状況、

（3）国語の授業でのICT利用頻度（週一回以上かど
うか）、（4）算数（数学）の授業でのICT利用頻度

（週一回以上かどうか）。
児童生徒のアウトカム指標としては、児童生徒質問

紙から自己効力感とやり抜く力の二つの非認知スキル
を用いた。欠落変数バイアスなどから生じる内生性の
問題を考慮し、児童生徒個人の固定効果をコントロー
ルして回帰分析を行った。

サンプルは非認知スキルと対象年次に基づき三つの
集団に分けた：①自己効力感（小学校四年生～小学校
五年生）、②自己効力感（小学校六年生～中学校二年
生）、③やり抜く力（小学校六年生～中学校三年生）。

また、集団全体を用いた分析に加え、男女差や社会
経済的状況（Socio-Economic Status：以下、SES）に
よって結果が異なるかも検証するため、男女別のサン
プルごとの推計やSES指標とICT指標の交差項を加
えた推計も行った。

結果
主な分析の結果は以下のとおりである。まず、自己

効力感に関して小学校四年生～小学校五年生を対象に
した分析結果では、ICTの導入や活用と自己効力感の
間に有意な相関は見られなかった（表省略）。ところ
が、児童生徒を男女別に分けると、ICT導入と自己効
力感の間に有意な相関が見られた（表1）。

表1　分析結果（男女別自己効力感：小4～小5）
ICT変数

被説明変数：
自己効力感
（標準化）

[1] [2] [3] [4]
生徒一人当たり

のPC台数
デジタル教科書

の整備状況
国語の授業での
ICT利用頻度

数学の授業での
ICT利用頻度

女子生徒 -0.024
（0.030）

-0.049
（0.024）

** 0.031
（0.017）

* 0.039
（0.021）

*

N 28,383 28,383 29,763 30,847

男子生徒 0.066
（0.031）

** -0.003
（0.024）

0.011
（0.019）

0.027
（0.021）

N 27,703 27,703 28,711 30,107
※*は10%、**は5%、***は1%水準で統計的に有意。
※（　）内数値は標準誤差。推計では生徒の個人固定効果に加え、年固定効果もコントロール。
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表1が示すように、男子生徒は児童生徒一人当たり
の学習者用PC台数の係数が0.066（5%水準で有意）
と有意に正の相関を示しており、男子生徒はPCがあ
ると勉強に対する自己効力感が高まるという結果が得
られた。一方で、女子生徒の自己効力感はデジタル教
科書の係数が-0.049（5%水準で有意）と、有意に負の
相関を示しており、女子生徒はデジタル教科書を導入
することで自己効力感が下がるという結果が得られ
た。これはOECDの過去のレポートで報告された「男
子生徒はPCを上手く使いこなして学習に役立てられ
るという気持ちが強い傾向がある一方、女子生徒はデ
ジタルテキスト上のナビゲーションスキルが低い傾向
にある」という報告と一致する結果となった。

また、SES別に分けた分析でも、ICT導入や活用と
自己効力感の間に有意な相関が見られた（表2）。

表2　分析結果（SES別自己効力感：小4～小5）
ICT変数

被説明変数：
自己効力感
（標準化）

[1] [2] [3] [4]
生徒一人当たり

のPC台数
デジタル教科書

の整備状況
国語の授業での
ICT利用頻度

数学の授業での
ICT利用頻度

ICT -0.115
（0.037）

*** -0.265
（0.042）

*** -0.175
（0.037）

*** -0.139
（0.040）

***

SESが低くない
児童生徒

0.099
（0.037）

*** -0.091
（0.028）

*** -0.107
（0.030）

*** -0.061
（0.027）

**

ICT*SESが低く
ない児童生徒

0.137
（0.037）

*** 0.267
（0.043）

*** 0.223
（0.038）

*** 0.191
（0.042）

***

N 52,578 52,578 55,390 57,684
※*は10%、**は5%、***は1%水準で統計的に有意。
※（　）内数値は標準誤差。推計では生徒の個人固定効果に加え、年固定効果もコントロール。
※蔵書数が10冊以下の場合、低SES児童生徒の指標とする。

表2が示すように、ICTの係数は負であることから、
ICTはSESが低い児童生徒の自己効力感を低くする
傾向が見られる一方、SESが低くない児童生徒と四
つのICT指標の交差項はいずれも有意に正の相関を示
した。これは、SESが低くない児童生徒は元々自宅に
PCといったICT機器があり、ICT利用に慣れている
中、授業でそれらを効果的に活用できるようになるこ
とで勉強への自信が高まっているのだと解釈すると不
自然ではない。

次に、小学校六年生～中学校二年生を対象にした自
己効力感に関する分析結果では、前述した小学校四年
生～小学校五年生を対象にした分析結果とは異なる結
果が得られた（表3）。

表3　分析結果（自己効力感：小6～中2）
ICT変数

被説明変数：
自己効力感
（標準化）

[1] [2] [3] [4]
生徒一人当たり

のPC台数
デジタル教科書

の整備状況
国語の授業での
ICT利用頻度

数学の授業での
ICT利用頻度

0.005
（0.011）

0.007
（0.009）

0.040
（0.006）

*** 0.019
（0.008）

**

N 106,857 106,857 75,766 76,538
※*は10%、**は5%、***は1%水準で統計的に有意。
※（　）内数値は標準誤差。推計では生徒の個人固定効果に加え、年固定効果もコントロール。
※データの都合上、[3][4]のサンプル期間は2021年から。

表3が示すように、国語と数学の授業におけるICT
活用はそれぞれ自己効力感と正の相関関係を示した。
小学校四年生～小学校五年生の集団と異なり、小学校
六年生～中学校二年生においては、国語や数学の授業
でICTを活用することで自己効力感が高まるというこ
とになる。この結果が得られた解釈として考えられる
のは、小学校高学年から中学生くらいになると、ICT
などのテクノロジーに触れる機会も増えてこれらの利
用に慣れてくるため、授業で効果的にICTを活用す
ることができるようになり、それが結果的に勉強への
自信に繋がった可能性が考えられる。

次に男女別に分析すると、数学の授業でのICT活
用と自己効力感の高まりに男女差が見られた（表4）。

表4　分析結果（男女別自己効力感：小6～中2）
ICT変数

被説明変数：
自己効力感
（標準化）

[1] [2] [3] [4]
生徒一人当たり

のPC台数
デジタル教科書

の整備状況
国語の授業での
ICT利用頻度

数学の授業での
ICT利用頻度

女子生徒 0.005
（0.013）

0.001
（0.009）

0.044
（0.008）

*** 0.014
（0.010）

N 52,823 52,823 38,026 38,282

男子生徒 0.005
（0.014）

0.013
（0.011）

0.038
（0.009）

*** 0.026
（0.010）

**

N 54,034 54,034 37,740 38,256
※*は10%、**は5%、***は1%水準で統計的に有意。
※（　）内数値は標準誤差。推計では生徒の個人固定効果に加え、年固定効果もコントロール。

男子生徒は数学の授業でICTを活用することで自己
効力感が高まるのに対し、女子生徒は自己効力感の高
まりに影響が見られなかった。これは日本では数学や
コンピューターの分野は男性が多く占めている傾向が
あり、ジェンダーステレオタイプが数学における男女
差を生じさせる一因になっている可能性が考えられる。

SES別に分けた分析では、小学校四年生～小学校五
年生を対象にした分析とは異なる結果となり、SESに
よる差が見られなかった（表省略）。この理由として
は、年齢が高くなるにつれ学校でのPCへのアクセス
などが増えることで、ICT利用経験がより平等にな
り、結果としてSESによる差が無くなったからと考
えられる。

やり抜く力に関する分析の結果は以下のとおりであ
る。小学校六年生～中学校三年生を対象にした分析結
果では、ICTの導入や活用とやり抜く力の間に有意な
相関は見られなかった（表省略）。次に男女別に分け
た分析を行ったが、同様に有意な相関は見られず、
ICTの導入や活用とやり抜く力の高まりには男女差が
無いことが分かった（表省略）。

ところがSES別に分けて分析を行ったところ、ICT
導入とやり抜く力の間に有意な相関が見られた（表5）。
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表5　分析結果（SES別やり抜く力：小6～中3）
ICT変数

被説明変数：
やり抜く力
（標準化）

[1] [2] [3] [4]
生徒一人当たり

のPC台数
デジタル教科書

の整備状況
国語の授業での
ICT利用頻度

数学の授業での
ICT利用頻度

ICT 0.200
（0.017）

*** 0.078
（0.021）

*** 0.057
（0.031）

* -0.003
（0.032）

SESが低くない
児童生徒

0.275
（0.012）

*** 0.059
（0.012）

*** -0.001
（0.019）

-0.013
（0.019）

ICT*SESが低く
ない児童生徒

-0.230
（0.016）

*** -0.082
（0.021）

*** -0.043
（0.032）

0.003
（0.034）

N 155,814 104,854 70,348 71,404
※*は10%、**は5%、***は1%水準で統計的に有意。
※（　）内数値は標準誤差。推計では生徒の個人固定効果に加え、年固定効果もコントロール。
※蔵書数が10冊以下の場合、低SES児童生徒の指標とする。

ICT指標のうち、児童生徒一人当たりの学習者用
PC台数と学習者用デジタル教科書の整備状況の二つ
の指標においてICTの係数は正である一方、ICTと
SESが低くない児童生徒の指標の交差項の係数は負
であることから、ICTの導入はSESが低い児童生徒の
やり抜く力をより高める可能性が示唆された。これは
先行研究においてやり抜く力は可鍛性があることが報
告されていることを踏まえると、学校でのICTの環
境整備によりSESが低い児童生徒のやり抜く力が鍛
えられた可能性があることが示唆される。

結論
結果を包括すると、学校のICT導入や授業での活

用は、児童生徒の自己効力感とやり抜く力の習得や向
上に関係性があると考えられることが分かった。一方
で、児童生徒の年齢や性別、SESといった属性によっ
て異なる傾向（異質性）が見られることも分かった。

なぜ属性間で効果の違いが生じたのかについて考察
すると、まず、ICTが非認知スキルの向上に貢献でき
るメカニズムの仮説として、ICTが新しいスキルの獲
得を可能にする可能性が考えられる。自己効力感とや
り抜く力はそれぞれ、成功体験や興味・練習といった
要因で高まることが知られている。ICTの導入や活用
を通して新しいスキルを身に付ける成功体験を積んだ
り、興味や練習が高まることで、自己効力感ややり抜
く力が高まることは大いに考えられる。同様に、成功
体験がうまく積めなかったり、興味や練習が低下した
場合は、自己効力感ややり抜く力は低下するだろう。
この仮説をもとに属性間での効果の違いについて考え
ると、女子生徒やSESが低い児童生徒、低学年の児
童生徒においてICTの導入や活用で自己効力感が低
くなる傾向が見られたのは、新しいスキルを身に付け
るという点で不利があった可能性が考えられる。同様
に、SESが低い児童生徒のやり抜く力がICTの導入に
より高まったのは、これまでICTを利用する機会が

少なかったものの、学校での利用機会が増えたことで
ICTが児童生徒の興味や練習を高め、やり抜く力が高
まった可能性が考えられる。

最後に本研究結果から得られる政策的展望に言及す
る。今後社会のデジタル化が更に進み、それに伴い
ICTに関する学校教育政策がますます展開されていく
ことになるだろうが、本研究から示唆された「ICTの
非認知スキルへの効果は、スキルの種類や年齢層、男
女差、SESにより変わってくること」を踏まえると、
異質性の違いを考慮した具体的な施策や取組を設計す
ることがよりよい政策立案に繋がると言えよう。
※本研究内容は、日本教育工学会2024年秋季全国大
会（宮城）にてポスター発表、日本経済学会2024年
秋季大会（福岡）にて口頭発表、Singapore Economic 
Review Conference（SERC）2024（シンガポール）
にて口頭発表を行っている。
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